
インフルエンザ 

＜潜伏期間＞･･･1～3 日 

＜感染経路＞･･･飛沫感染、接触感染 

＜症状＞･･･突然の高熱、頭痛、全身倦怠感、筋肉痛や関節痛、

咽頭痛、咳 

＜治療＞･･･抗ウイルス薬が処方される。 

●看護のポイント● 

・多くは、数日～1 週間で治癒することがほとんどですが、

肺炎や脳症など重篤化することもある。 

＜インフルエンザ脳症＞インフルエンザに感染後 1～2 日ほ

どで発生。 

・発症すると後遺症が残ったりすることがあるため、高熱が

出てけいれんした、呼びかけても反応しない、目がうつろで

ぼーっとしたり、ぐったりしてうとうとしている、嘔吐する、

何度もけいれんを起こすなどみられたら、すぐに救急車を呼

びましょう。 

・インフルエンザ脳症を起こす原因はまだはっきりとはわか

っていないが、強力な成分が入った解熱剤を服用することで

リスクが上昇するとも言われている。そのため、インフルエ

ンザ脳症が疑われるときは、安易に市販の解熱剤等使用せ

ず、必ず医師に処方されたものを使うようにしましょう！ 

●異常行動に気をつけて● 

薬を服用していなくても、異常行動がみられたという報告も

あります。万が一に備え、注意をしましょう。特に発熱から

2 日は注意が必要です。見守りの徹底をお願いします。 

●登園について● 

発症後 5 日を経過しかつ解熱後 3 日を過ぎるまでは登園停止

です。 

※保護者記入のインフルエンザ報告書の提出が必要。 

 

 

 

 

ほけんだより   

こどもの肌を守る冬のスキンケア 

 


